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地
域
力
を
生
か
し
た「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
主
体
的
に
取
り
組
む
担
い
手
と
し
て

〜
山
県
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
〜

▲美山民生委員 児童委員協議会定例会
　～事例発表について～

▲高齢者世帯訪問
～ほほえみ冊子の配布～

　
山
県
市
に
つ
い
て

　
山
県
市
は
、
平
成
15
年
４
月
１
日
に
、
高
富

町
、
伊
自
良
村
、
美
山
町
の
三
町
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
本
市
は
、
岐
阜
市
の
北
側

に
隣
接
す
る
位
置
に
あ
り
、
北
端
の
日
永
岳
を

最
高
峰
と
し
て
枝
状
の
山
地
と
、
長
良
川
支
流

の
武
儀
川
、
鳥
羽
川
、
伊
自
良
川
沿
い
の
平
坦

地
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒

麟
が
く
る
」
の
主
人
公
で
あ
る
明
智
光
秀
ゆ
か

り
の
地
で
あ
り
、
市
内
に
は
、
明
智
氏
の
本

流
・
美
濃
国
守
護
で
あ
っ
た
土
岐
氏
の
最
後
の

本
拠
地
で
あ
る
大
桑
地
区
や
、
光
秀
の
出
生
や

晩
年
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
が
残
る
美

山
地
域
中
洞
地
区
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ち
に
は
歴
史
に
刻
ま
れ
た
人
々
、
文

化
を
育
ん
だ
人
々
の
営
み
が
息
づ
き
、
地
域
に

根
ざ
し
た
産
業
が
培
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
県
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
協
議
会
に
つ
い
て

　

山
県
市
は
、
人
口
２
６
，７
９
５
人
、
世
帯

数
１
０
，９
１
１
戸
（
令
和
２
年
３
月
31
日
現

在
）
、
高
齢
化
率
は
35
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
数
は
、
高
富
、
伊
自

良
、
美
山
の
三
中
学
校
区
か
ら
選
任
さ
れ
た
74

名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
７
名
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

定
例
会
は
毎
月
一
回
各
地
区
で
開
催
さ
れ
、

全
員
で
「
民
生
委
員
信
条
」
を
唱
和
し
て
会
を

開
き
ま
す
。
市
役
所
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
警
察
官
駐
在
所
等

の
職
員
も
交
え
、
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

各
委
員
が
担
当
す
る
地
区
で
の
ケ
ー
ス
を
事
例

発
表
し
、
今
後
の
活
動
の
参
考
と
な
る
よ
う
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
地
区
委
員
を
高
齢
、
児
童
、
民
生

部
会
の
三
部
会
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の

趣
旨
に
あ
っ
た
活
動
や
研
修
を
行
う
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
「
福
祉
の
目
」
が
行
き

届
い
た
ま
ち
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
山
県
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
協

働
で
行
っ
て
い
る
事
業
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
高
齢
者
世
帯
リ
ス
ト
の
活
用
】

　
日
頃
の
高
齢
者
見
守
り
活
動
を
す
る
た
め
の

情
報
源
と
し
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
「
高

齢
者
世
帯
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ

の
リ
ス
ト
は
、
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
を
対
象
と

し
て
お
り
、
登
録
す
る
と
次
に
紹
介
す
る
「
ほ

ほ
え
み
冊
子
」
の
お
届
け
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

案
内
等
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
々
の
活
動
の
中
で
接
す
る
高
齢
者
に
登
録

を
す
す
め
、
登
録
さ
れ
た
高
齢
者
の
訪
問
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
高
齢
者

の
方
の
中
で
、
要
配
慮
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
長
、
民
生
委
員
、

消
防
団
等
の
団
体
で
組
織
す
る
「
ま
め
ネ
ッ
ト

協
議
会
」
が
整
備
し
て
い
る
「
安
心
い
き
い
き

台
帳
」
に
も
登
録
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
「
安

心
い
き
い
き
台
帳
」
は
、
緊
急
連
絡
先
も
記
載

さ
れ
て
い
る
た
め
、
い
ざ
と
う
い
う
と
き
に
効

力
を
発
揮
し
ま
す
。
住
民
同
士
が
日
頃
か
ら
助

け
合
え
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
「
ほ
ほ
え
み
冊
子
」
の
配
布
】

　
月
一
回
発
行
の
「
ほ
ほ
え
み
冊
子
」
を
届
け

る
こ
と
に
よ
り
、
見
守
り
安
否
確
認
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
冊
子
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
季
節
に
合
っ
た
歌

の
歌
詞
、
今
月
の
誕
生
日
の
方
の
紹
介
な
ど
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
手
書
・
製
本
し
た
手
作

り
の
冊
子
で
す
。
平
成
15
年
４
月
三
町
村
の
合

併
時
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
て
、
昨
年
10
月
に
は

２
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
は
各
単
位
民
児
協
の
定
例
会
で
冊
子
を

受
け
取
り
、
高
齢
者
宅
へ
届
け
ま
す
。
そ
の
月

の
誕
生
日
の
方
に
は
誕
生
日
カ
ー
ド
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
は
、
高
齢
者
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ

る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
２
３
３
世
帯
と
一
人
暮

ら
し
５
３
３
世
帯
の
う
ち
希
望
者
に
届
け
ら
れ

ま
す
。
配
布
数
は
、
高
富
地
区
２
７
７
冊
、
伊

自
良
地
区
33
冊
、
美
山
地
区
２
２
２
冊
で
合
計

５
３
２
冊
、
配
布
率
は
69
％
で
す
。

　
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
「
ほ
ほ
え
み
冊
子
」
を

手
渡
す
と
、
あ
り
が
と
う
の
笑
顔
が
あ
り
訪
問

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
冊
子
の
内
容

な
ど
の
話
題
で
、
高
齢
者
の
方
に
親
近
感
が
芽

生
え
、
次
回
の
訪
問
を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る

な
ど
、
見
守
り
安
否
確
認
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
見
守
り
活
動
を
続
け
る
た
め
に
は
、
高
齢
者

に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
気
軽
に
話
し
か
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
頃
の
お
付
き
合
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

結
び
に

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
と
な
り
、
「
新

し
い
生
活
様
式
」
が
示
さ
れ
、
普
段
の
活
動
も

感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
や
市
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
見
守
り
活
動
を

行
い
、
活
力
あ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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